第１７回愛知連盟野営大会におけるプログラムの概要
１　大会参加にあたっての考え方
　この県大会は、各隊が自分たちで企画した自主プログラムとＧＨＱが実施する各種プログラムを組み合わせ、参加隊独自のプログラムを作成して、大会に参加することが基本となります。
参加する各隊は、この県大会を自隊の夏季キャンプとして捉え、自隊で行ってきた１年間の活動の成果を発揮する場としてください。

　プログラム展開の考え方として、以下の３点を基本的な方針とします。
(1)  成長（チャレンジ）

　スカウティングは野外を教場として行う活動です。そして、ボーイスカウト部門にとって野外活動は「生きる力を身につける場」です。
スカウトがキャンプ生活の中で、自らの創意工夫により「楽しさ」を見つけだし、社会性や主体性、困難さへの対処能力等を身につけることができるよう推進します。

　また、活動は班を単位として行われます。この中でスカウトは規律、協調性、信頼関係等の社会性を身につけていくとともに、自主性が培われていきます。
スカウトが班を単位とし、自分たちで考え、選択し、行動できることを大切にしたいと考えます。
(2) 環境（リーブ・ノー・トレース）

　この県大会が行われる吉川の森は豊かな自然環境の中にあります。そこでキャンプをする私たちにとって課題になることは、この豊かな自然環境への負荷を出来る限り減らすということです。
使用水量の節約や洗剤やシャンプー等の使用とその処理については、参加者全員の環境に対する高い意識が必要です。

　また、今回の大会では炊事用燃料として「薪」を利用します。「薪」は化石燃料と違い、植林活動による再生産が可能な燃料です。
スカウトキャンプを再確認するという意味でも、この機会を大切にしたいと考えます。
(3)交流（フレンドシップ）

　大会のプログラムに参加する中で、同じ隊や班の仲間との交流、他隊スカウトや指導者との交流、ＳＨＱやＧＨＱ指導者との交流等、普段の活動では機会を得ることの少ない幅広い「交流」を積極的に推進します。
県下のスカウトが一堂に会す場として、相互交流の中で育む友情と体験は、スカウトにとって無形の財産となるはずです。

　また、この大会では場外プログラム等で地域の方々の支援を受けることや接触することが多くあります。こうしたスカウト運動外の方々との触れ合いも大切にしたいと考えます。

２　アウル－プライズ
　プログラムを効果的に実施するため、今大会に参加したスカウトだけに与えるアウル－プライズを設け、以下の８つのキーワードに沿った課目（各キーワードごと６課目程度）に取り組ませます。
　なお、認定はスカウトの毎日の活動を評価し、隊長又は隊長が委任した者が行います。
　①　スカウト精神　　　ちかいとおきて、日々の善行、スカウトソング等
　②　交流　　　　　　　仲間、友情、情報交換、国際交流等
　③　野営生活　　　　　基本日課、薪での炊事、点検・朝礼、清潔等
　④　班活動　　　　　　班の活動、自分の役務、班旗等
　⑤　信仰　　　　　　　スカウツオウン、信仰の森、「みことば」等
　⑥　創意工夫　　　　　工作物製作、挑戦、「行うことによって学ぶ」等
　⑦　地域　　　　　　　歴史・史跡、地域の人々、周辺への配慮等
　⑧　環境　　　　　　　自然観察、環境負荷、「残すのは感謝のみ」等
プログラムキーワードの相関関係
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３　アクティブ－トゥループ　
　今回、参加した隊を対象に、県大会の目的、目標に沿って活動されたと認められる隊には、「ＡＣＴＩＶＥ－ＴＲＯＯＰ（アクティブ－トゥループ）」の称号を与え、これを表彰します。
　認定はＳＨＱが行い、大会長の名を持って授与されます。（混成隊で参加する隊においても、それを組織する原隊ベースで表彰します。）
　なお、閉会式において、各ＳＣから選出されたベストアクティブ－トゥループの表彰を行います。
４　プログラムの作成　
　日程及び標準日課については以下のとおりです。

標準日課を基に各隊でプログラムを作成します。全体プログラム、選択プログラム等への参加とアウル－プライズ取得を上手に組み込んだプログラム（活動計画）を作成してください。
なお、プログラムの作成にあたっては、スカウトが自ら参画したという自負が持てるよう配慮してください。
(1) 日程

	
	第１日
８／５（水）
	第２日
８／６（木）
	第３日
８／７（金）
	第４日
８／８（土）
	第５日
８／９（日）
	第６日
８／１０（月）

	午 前
	入　場
	設　営
	選択・自主

プログラム
	選択・自主

プログラム
	選択・自主

プログラム
	撤　営

	午 後
	設　営
	設　営
	選択・自主

プログラム
	選択・自主

プログラム
	環境整備
	退　場

	夜
	ｳｴﾙｶﾑ
ナイト
	開会式
	隊ナイト
	ＳＣナイト
	大集会
閉会式
	



① ウエルカムナイト、開会式、大集会・閉会式（全体プログラム）
　　原則として、全員が参加します。
2 隊ナイト

隊ごとにキャンプファイヤや夜のつどいを実施します。

3 ＳＣナイト

ＳＣごとに交流プログラムを実施します。

④ 選択・自主プログラム
  　選択プログラム（場内・場外）やオプションプログラム、自主プログラム、奉仕プログラム、交流プログラム、信仰プログラムを組み合わせて計画します。
(2) 標準日課

	時　刻
	活動内容
	    ・参加隊においては、標準日課を参考に、それぞれのプログラムに合わせた日課を組むこととする。
　　・全体プログラム、選択プログラム等の実施時間は、内容により標準日課と異なる場合がある。
　　・参加隊においては、各隊のプログラムに合わせた日課を組むこととするが、スカウトの健康・安全に充分留意するものとする。

	   6:00
	起床、洗面、朝食
	

	   8:00
	点検・講評
	

	   8:30
	朝礼、国旗掲揚
	

	   9:00
	午前のプログラム
	

	  11:30
	昼　　食
	

	  13:30
	午後のプログラム
	

	  16:00
	夕　　食
	

	  18:00
	国旗降納
	

	  19:00
	夜のプログラム
	

	  21:00
	業務連絡
	

	  22:00
	消    灯
	


５　全体プログラム
　全体プログラムは、その時の参加全スカウトが一同に集うものとし、ウエルカムナイト、開会式及び大集会・閉会式があります。
　いずれの行事も、なるべく多くのスカウトが色々な形（奉仕活動を含む）で参加できるように配慮します。
そのため、各ＳＣにはスカウトの参加手配や出し物等の指導等お手数をおかけしますが、よろしくお願いします。
　
(1) ウエルカムナイト
・２０００人カレー
・スカウト情報ベースやジャンボリーコーナー、売店等を設置

(2) 開会式
愛知連盟６０周年記念式典も兼ねます。

①　開会セレモニー　（テーマ：はばたき）
・大会長あいさつ
・スカウト参加による野営区紹介
・外国スカウト紹介
・シンボルマークコンテスト表彰
      ・参加全菊スカウトによる開会宣言
　　　・アトラクション
　　　・自衛隊音楽隊演奏
(3) 大集会・閉会式
    ①　大集会　（テーマ：祭り）
・開会花火
・各野営区による出し物
・外国参加隊による出し物
    ②　閉会式　（テーマ：感動＆感謝）
・ベストアクティブ－トゥループ表彰
・感謝状贈呈
・県連盟コミッショナー講評
・スカウト宣言
・閉会花火
６　選択プログラム
　選択プログラムは、各班（各隊）のニーズに応じ、各種プログラムを選択して、スカウトが参加するものです。
場内プログラムと場外プログラムに、期間中各班（各隊）が１回ずつ参加できます。
　なお、どの選択プログラムに参加するかは、申込みによりＧＨＱで調整させていただきます。　
(1) 参加原則
・場内プログラムは原則として半日（２時間程度）、場外プログラムは原則として１日を単位として構成します。
・参加単位は、班を基本としますが、隊単位での参加も可とします。
　　・選択したプログラムは、参加各班（各隊）により実施することが基本となります。場外プログラムは原則として参加隊指導者は随行、指導をしてください。
・プログラムには定員を設けさせていただきますのでご了解ください。
・各プログラムはすべて無料です。
・各ＳＣには、選択プログラムの運営をお願いすることとしています。
・選択プログラムの申込みは、確定申込みの時を予定しております。
(2) 場内プログラム
  　５０人程度の定員で１０種程度のプログラムを予定しています。

　　（８／７（金）午前・午後、８／８（土）午前・午後、８／９（日）午前）

1 スカウト技能（手旗信号、火起こし、ローマ戦車他）
2 オリエンテーリング
3 環境プログラム
4 森林作業体験
5 クライミングウォール
　他
 (3) 場外プログラム
  　５０～２００人程度の定員で１０種程度のプログラムを予定しています。

　　（８／７（金）全日、８／８（土）全日）

1 パイオニアリング
2 イカダづくり
3 鳳来寺山登山
4 歴史探訪ハイク
5 史跡探訪ハイク
6 水質調査プロジェクト
7 オリエンテーリング
8 自衛隊訪問
　他
７　交流プログラム
　期間中、スカウト同士の交流を支援し、友情を育む場として、第１セレモニー広場周辺を「交流広場」と位置づけます。「交流広場」を利用して、以下のプログラムを実施します。
(1) スキル・オ・ラマ
　各班、各隊で培った技術を大勢のスカウトの前で発表したり体験してもらったりします。
・内容：野外技能、芸能発表、工作、展示等
・方法：一定のスペースをお貸ししますので、自由に活用してください。
・日時：８／７（金）午前・午後、８／８（土）午前・午後、８／９（日）午前
・ブース設置者に対しては、ＧＨＱから所定の補助金を支給する予定としております。
・スキル・オ・ラマの申込みは、確定申込みの時を予定しております。
・各ＳＣにもスキル・オ・ラマのブース設置をお願いすることとしています。
＊販売を目的としたものについては認めません。
(2) スカウト情報ベース
　活動情報の提供など、スカウトからの情報を募集し、情報を発信するコーナーを設置します。
・内容：「我が班（隊）自慢  」、「求む！隊交歓 」、「マイプログラム発表」等
・方法：随時掲示物を掲示します。
・秀逸なものについては、表彰する予定としております。
・ＳＨＱが同様の情報ベースを設置することを奨励いたします。
(3) ＳＣナイト
・期間：８／８（土）夜

・場所：各ＳＣの指定の場所

・内容：各ＳＣに一任しますが、スカウト同士の交流が図れるようなものをお願いします。
８　信仰プログラム
　期間中、各隊においてスカウツオウン等の信仰に関するプログラムを実施することを奨励します。また、ＧＨＱで信仰プログラムを実施しますので、各班（各隊）の日程に合わせてご参加ください。また、各宗派による宗教儀礼も実施します。
(1) 信仰の森
・期間：８／７（金）９時～１５時、８／８（土）９時～１５時、８／９（日）午前）

・場所：吉川野営場内「信仰の森」
・時間：３０分程度
・内容：スカウツオウン又は宗派による宗教儀礼
(2) スカウツオウン
・期間中、各隊において必ず実施してください。回数、時間帯及び場所については隊指導者の判断とします。
・ＧＨＱからプログラムの展開例を提示します。
(3) みことば
・大会期間中、毎日、各宗派のみことばを掲示します。信仰奨励にご利用ください。
９　その他のプログラム
(1) オプションプログラム
・アマチュア無線体験（無線局）
　　アマチュア無線局を操作する資格のないスカウトも楽しめるように工夫します。
・レターフロム吉川（郵便局臨時出張所）
　　吉川から記念のハガキを出そう。
・韓国コーナー
　　韓国のＲＳと（英語で）コミュニケーションを図ろう。
・ジャンボリーコーナー　
　　　　日本ジャンボリーや世界スカウトジャンボリーの情報を掲示いたします。
(2) 奉仕プログラム
　期間中、スカウトが自主的に奉仕活動に取り組むことを奨励します。奉仕活動は各班（隊）で自主的に企画して行うことを原則としますが、ＧＨＱやＳＨＱにおいてもスカウトに奉仕の機会を提供します。
・期間：８／７（金）午前・午後、８／８（土）午前・午後、８／９午前

・場所：吉川野営場内
・時間：６０分程度
・内容：野営場内の施設整備、環境整備、清掃など
(3) 自主プログラム
　　・隊ナイト（８／７夜）

　　　　隊ごとに、１年間の活動を振り返る夜としてください。

　　ＧＨＱからプログラムの展開例を提示します。

・マイプログラム
　　　　設定されたプログラムだけでなく、各班（各隊）で自発的にプログラムを展開します。

　　　　なお、どのようなプログラムを展開したか、スカウト情報コーナーで発表してください。
１０　その他
(1) プログラムガイドブック

　参加スカウトが県大会の目的やプログラムの内容を簡単に理解できるようにするため、プログラムガイドブックを製作します。
　このプログラムガイドブックには、プログラムの概要の他、服装や個人携行品、野営生活の注意等を記載する予定です。

　また、アウル－プライズ認定課目や自班（隊）の活動計画、献立、参加する選択プログラムの注意事項を記入するページを設け、スカウトの活動がこのプログラムガイドブック１冊で展開できるよう配慮します。

　なお、このプログラムガイドブックは参加確定申込み後速やかに送付する予定です。
(2) 献立
　　　　到着時に一括で配給される食材と、毎日配給される生鮮食品の配給計画を基に各班（隊）で考えて作成してください。
　　　　なお、期間中１回丸鶏の配給を予定しております。
(3) カブ/ビーバーデー
８／９（日）をカブ・ビーバーデーとし、カブスカウトやビーバースカウト及び保護者等の来場を促進させます。

交流広場のスキル・オ・ラマのブースをカブ・ビーバー向けにするほか、会場内を楽しく回れるようゲーム形式の場内ハイキングコースを設定します。

各ＳＣにおいてもブースの設置をお願いすることとします。
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